
 ❉  第  ４９ 回 災 害事 例 研 究 会 開 催 案 内  ❉  

 
第４９回災害事例研究会を下記要領にて開催いたします。多数ご参加いただきますようご案内いたします。 
 
■主    催： 特定非営利活動法人 安全工学会 

■日    時： ２０１５年７月１６日（木） １４時３０分～１６時３０分  （開場 １４時） 

■会    場： 化学会館 ５０１Ａ 東京都千代田区駿河台１－５  TEL:０３－３２９２－６２４２（会議室） 
（JR 御茶ノ水駅 徒歩３分、地下鉄丸の内線 御茶ノ水駅 徒歩５分） 

■プログラム：【知られざる物質・反応危険】 

１４：３０～ 

１６：３０ 

国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

安全科学研究部門爆発安全研究グループ 

グループリーダー 

松永 猛裕 氏 

 

爆発危険がある物質・反応は少なからずあり、多くの事故が起きています。しかし、そういう

物質の性質や反応の現象の中には、その本質が知られていないことがあります。たとえ

ば、アルキルアルミニウムと水酸化物の混合危険、低酸素雰囲気下で生成するナトリウム

－カリウム合金の過酸化物生成、銀鏡反応で生成する爆発性雷銀などは、その爆発現象

がほとんど知られていませんでした。今回は、知られざる物質・反応危険について筆者が

研究してきた事例を紹介します。また、爆発性を評価する試験法についても確立していると

は言えません。筆者らが制定したJIS K4834:2013「化学物質の爆発危険性評価としての発

熱分解エネルギーの測定方法」について紹介致します。さらに、今後のフィジカルハザード

の目指す方向性について提言します。 

◇定    員 ： ３０名 

◇参 加 費 ：会  員  ７，８００ 円 （消費税 別） 

：非会員  ９，７００ 円 （消費税 別） 

 

◇申込方法 ： 参加ご希望の方は、ホームページのオンライン催物申込、または下記参加申込書に 
ご記入の上、ＦＡＸまたは郵送でもお申込みができます。申込期限は ７月６日(月) 
です。折返し、参加券、会場案内図、請求書、振替用紙等をお送りいたします。 
※  参加券は当日必ずご持参下さい。 

申込及び問合せ先： 

安全工学会 〒１０３－００２５ 東京都中央区日本橋茅場町３－５－２ アロマビル６F 

 TEL：０３－６２０６－２８４０   ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊｓｓｅ．ｏｒ．ｊｐ/ 

 FAX:０３－６２０６－２８４８   Ｅ－ｍａｉｌ：Ｊｓｓｅ－２００４＠ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ 

 
 
第４９回災害事例研究会 申込書 

勤 務 先  会員種別 

会員 ・ 非会員 
所属部課 

 

所 在 地 〒       －  

支払方法 

 

・ 銀行振込  

・ 郵便振替 

 

 ＴＥＬ：                  ＦＡＸ： 

 Ｅ－ｍａｉｌ： 

(ふりがな)  どちらかに○を付けて

ください 
氏   名 

 

安全工学会 行 FAX：03-6206-2848 

２０１５ 年    月     日 


